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森田 博                
5 年天気の予想 

ロイロノートはこう使う Vol.１ 

 

先週から今週にかけて、晴れと雨の繰り返しで、寒暖差の激しい気候でした。まさに、４月下旬の時候の

挨拶「穀雨の候」といった感じです。理科の天気の学習にはもってこいの天気の変化です。ロイロノートで

観察カードを記録しました。東京書籍には掲載のないスプーンを使っての観察です。啓林館と比較しながら、

教材を精選し学習を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 空の写真をタブレットで撮って、貼り付けて終わりにはしてはけいません。じっくりと雲を

眺め、雲の形や量をとらえさせるには、青空と雲の割合を感じながら、指でしっかりとスケ

ッチするのが大切です。４年生の星や月の観察の学習を生かして、観察位置を同じにし

たり、方位磁針を使って方角を調べたり、雲の様子をかくときは、建物もかくことなど、観

察するときのポイントを振り返りながら学習を進めました。 

  また、理科では、結果と考察の区別をしっかりつけて書かせています。 

例） 観察した結果→雲は西から東へ動いていた。 語尾は過去形にします。 

このことから、今後の天気の予想は、西に雲があるから晴れてくると考える。 

このように、「このことから～考える。」を使って書き、さらに、根拠を示して結果から分かる

ことを自分の言葉で書ことが、確かな学びにつながります。 


